
研究概要と成果
「研究の概要」
西日本から感染拡大が広がる重症熱性血小板減少症候群（SFTS)の病原体ウイルスを増幅する野
生動物と、ウイルスを媒介するマダニを増やす野生動物を明らかにし、感染症多発地域と発生
境界地域のそれぞれで重点的に実施すべき対策を明らかにした。

「研究成果」
１．森林地帯でマダニ密度を増加させる野生動物は、シカ、
イノシシなどの大型哺乳類であることを明らかにした（右図）。
特にシカの影響は顕著で、中密度（赤色の矢印）以上ではマダ
ニが急激に増加した。

２．SFTSウイルスを増幅する主な野生動物は、アライグマ、ハクビ
シン、タヌキなどの食肉目哺乳類であることを明らかにした。

３．野生動物の抗体陽性率が上昇すると、患者発生が起こって
いたことを明らかにした。

４．マダニ密度が高いエリアでは、一時的な植生除去や適切な薬
剤散布による密度低下が可能であることを示した。

５．対馬で野生のツシマヤマネコ個体でSFTSの抗体陽性（感染履歴）を確認した。また島内の
シカ高被害エリアで、ウイルス媒介上重要なフタトゲチマダニ密度が高いことを明らかにした。

環境政策等への貢献
• SFTS多発地域、発生境界地域といった異なる条件下で重点的に実施すべき野生動物密度管理

を明らかにしたことから、感染症の視点による地域の実状と地域内の景観に対応した野生動
物管理・対策の優先順位を決定することを可能にした。

• 多発地域で緊急避難的に有効なマダニ対策として、植生管理と薬剤防除法を開発し、野外活
動における感染症リスク低減に活用可能にした。

• ネコ科絶滅危惧種保護施設周辺のマダニ対策の重要性を示した。
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